



































































































































戦による崩壊のなかを必死で生きぬいて」 いくことと敗戦後の上海の 「在住日本人にはいっさいが失われ、 てゆくことじたいが不安にさらされるという形で、敗戦による衝突と喪失とが最も典型的に現れた」 指摘している。　
小説の中で、杉、彼女、病人の夫は引揚船に乗ったが、日本軍国主義












なった。虹口で日本人相手の商売に従事し、最後は上海に骨を埋める覚悟を持つ人は、 「土着派」と呼び、大銀行・大会社から 支店に派遣された人々は、 「会社派」と呼ぶ。 「土着派」と 「会社派」 中の中間層が虹口に住む。 「会社派」の中のエリート層（支店長、 幹部社員クラス）は、欧米人のように共同租界のオフィス近くに暮らし、最も裕福な者はフランス租界に自宅を持っている。虹口 共同租界中心部は蘇州河で隔てられており、ガーデンブリッジで結ばれている。虹口の日本人に「向こう」と呼ばれていると述べている。　
上海では中国人、日本人、そして、その他の無国籍者らが生きている。



















































































































































英雄豪傑の飽くなき破壊性は、人間の元気の良さであり、 間の力の大きさを示すものではあるが、そのあらわれ方によっては 悽惨な、陰気な場面をつくることもある。 （一〇〇頁下段
　
一九～二一）





















































は、旧正月五日である。関連人物は、表にいる四人の 人と、裏にいる一人の刺客である。場所は、上海の楊樹浦行きの電車道路の近くである。凶器は、肉料理に使う細長い鋭利な刃物である。死因は 人以外の国籍不明の刺客に致命傷を与えられ ことである。　











































































のような新しい頼りができたからではなかろうか。 「あの女は、俺には精神的なものがな が、杉にはある」 （八二頁上段
　
一五～一六）と辛
島が言った。彼女は、急いで上海を脱出したかったのだが、辛島 死を知った後、 「彼女は帰国の荷物に縫いつける目印の布をこしらえながら、のんきそうに言った」 （九七頁上段
　
一五～一六） という態度を、 杉は 「不







































賀を交し、三日まで門戸 閉じ酒宴打牌に興ずる。四日、発財の神の降来を迎える日、元宝魚を赤繩で結び発財の神に供える。五日、朝から財神酒で祝う。四日に供えた元宝魚を招いた親類、縁者、友人たちと食す。十三日 家 は玉蜀黍 炒り一年の吉凶を占う。ト流花と言う。一五日、元宵節、正灯 。 （八八頁～八九頁）
　
旧正月の五日目から、中国人にとっては、旧正月はまだ終わっていな























































































































これは、個人の個性に関係する。戦中 辛島のような文人は国家権力に便乗、迎合したが、結局、戦争の犠牲になった 辛島を処罰するのは、日本ではなくて 暗殺者であった。日本人は、 「日本精神」 誤りを治すことが き 、他国の手を借りてやっているということだろう。　
泰淳は辛島の死を通して、戦争協力者だった文学者らに処罰を受け止
めようと発信しているのではないだろうか。 同時に 戦争の協力者であた自身はどのように「歴史」を反省すべきかを模索し いると言えるだろう。
97
一九四七年前後武田泰淳の中国観
































































































日に上海を出港、 病人の大家の野々口と一緒に、 病人を運ぶ引き上げ船「高砂丸」号に乗り、日本に戻った後に、五日に鹿児島に着いた。ある は二月一一日、上海を出港し 一三日に鹿児島に着いた。このうち どちらかの船に泰淳は乗っていたと川西が言っている。一方、古林尚の「武田泰淳年譜」 （一九八〇年）によると、 「四月、引揚げ船で帰国」と書いている。しかし、 『堀田善衛上海日記滬上天下一九四五』には、 「Ｔは三月十七日に、Ｉは三月三十一 に、Ａは四月八日 、Ｎは四月十六日に、夫々皆かえつてしまつ 」と書いてある Ｔは泰淳のことを指している。 記 よると、泰淳は一九四五年三月一七日 上海を離れたらしい。即ち 泰淳の引揚げ時間は 二 三月、四月と異なる論述がある。
（６）黄翠娥「終戦前後の上海について―武田泰淳の「上海もの」を中心に」 （ 『台大





「蝮のすえ」一九四七年八月から一〇月に『進路』 『武田泰淳全集』第二巻「才女」 『随筆中国』第二号（発行年月未詳）に載せ、 後、 一九四七年一一月に『才人佳人』に収録。 『武田泰淳全集』第一巻「滅亡について」一九四八年四月『花』 『武田泰淳全集』第十二巻「非革命者」 一九四八年五月 『文芸』 一九四八年一一月から一二月 『小説界』 。 『武田泰淳全集』第二巻「苦笑の前後」一九四八年一一月から 二月『小説界』 。 『武田泰淳全集』第二巻「月光都市」一九四八年 二月『人間美学』一九四八年一 二 『小説界』 。 『武 一「Ｆ花園十九号」一九五〇年九月『文学界』一九四八年 一月から一二月『小説界』 。 『武田泰淳全集』第三巻「上海の蛍」一九七六年二月から九月までに『海
　
武田泰淳全集』第十八巻






11）服部一希「 『蝮のすえ』論」 （ 『日本文学誌要』第四〇号、一九八九年）七三頁
（
12）道園達也「武田泰淳『蝮のすゑ』 」 （ 『国語国文学研究』第三四号、一九九九
年三月）
（




























































































42）臼井吉見「人生非情の傍観者―武田泰淳論」 （ 『文学界 第六巻三号、一九五二
年三月）一一六頁
（
43） （
24）に同じ、一一一頁
（
44）松原新一・磯田光一・秋山駿著『現代の文学別巻
　
戦後日本文学史・年表』 （講
談社、一九七八年）四四頁
（
45）中野重治「文学者の国民としての立場」 （ 『中野重治全集
　
第十二巻』筑摩書房、
一九七九年）二八頁
（
46）千田九一「復刊の詞」 （ 『中国文学別巻』第九号、生活社、一九四六年三月）四
頁～五頁
「付記」
 「蝮のすえ」の文章の引用は『武田泰淳全集
　
第二巻』 （筑摩書房、 一九七一年）

 「司馬遷」の文章 引用は『武田泰淳全集
　
第一一巻』 （筑摩書房、 一九七一年）
に依った。
＊引用文の漢字は、現行の字体に統一し、仮名遣いはそのままとした。
（文学研究科日本文学専攻博士課程後期三年次）
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husbandaretheonlycharactersthatm
anagetoreturntoJapan.
T
hisnovelw
asfirstpublishedin1947againstthebackdropofthe
T
okyoW
arC
rim
esT
rials.T
heT
rialsw
erecondu
cted
un
derthe
guidanceoftheU
nitedStates,andtheguiltofw
arcrim
esw
asjudged
notbytheJapanesethem
selvesbutbyaforeignpow
er.T
heauthor,
w
how
itnessedtheendofthew
arinShanghaiasaruler,suddenly
findshim
selfasoneoftheruled.T
hroughthedeathofK
arashim
ain
M
am
ushinosue
,T
aijunT
akedaw
astryingtogetacrossthem
essage
(thatthoseintheliterarycom
m
unityshouldnothidefrom
thefact
thattheytoow
erew
arcrim
inalsw
hoassistedinthew
ar,andshould
thereforeacceptsom
eform
ofpunishm
ent.Sim
ultaneously,itcould
perhapsbesaidthattheauthorisalsolookingforsom
ew
aytoshow

hisregretaboutrecent‘history’inhiscapacityasacollaborator.
［
K
eyw
ords ］
T
aijunT
akeda,regretforthew
ar,Shanghai,K
arashim
a,
m
urder
T
aijunT
akeda’sview
sonC
hinaaround1947-centeringonthedeath
ofK
arashim
ainthenovel M
am
ushinosue
L
IN
ana
［
A
bstract ］
M
am
ushinosue
[‘T
heV
iper’sD
escendants”)issetin
Shanghaiim
m
ediatelyfollow
ingtheendofW
orldW
arIIin1945,and
isataleportrayingthelivesoftheJapaneseresidentsinthecityafter
Japan’sdefeatinthew
ar.
In
th
isp
ap
erIfocu
son
th
ep
erson
aofK
arash
im
a,th
em
ale
protagonist,andhisdeath.D
uringW
orldW
arII,K
arashim
a,w
ho
representsJapan’spow
erpropagates“theJapanesespirit,”butafter
thew
arspendsam
orefavoredlifethantheaverageJapanesecitizen
despitetheknow
ledgethathew
illbesentencedtodeathifcaughtby
th
eC
h
in
eseau
th
orities.H
av
in
g
stolen
th
ew
ifeofon
eofh
is
subordinates,hetakesherw
ithhim
totheF
renchquarterw
here
theyattem
pttohide.
O
n
th
en
ig
h
tofth
efifth
d
ay
ofth
eold
N
ew
Y
earin
p
ostw
ar
S
h
an
g
h
ai,th
ech
aracterS
u
g
iattem
p
tstofollow
h
erreq
u
estof
m
urderingK
arashim
a.H
ow
ever,aC
hineseorK
oreanassassinthat
shehasarrangedhasalreadykilledK
arashim
aw
itham
eatcleaver.If
K
arashim
aisnotkilled,thereisachancethathew
illkillSugi.Inthe
end,Sugisuggeststhat“ …
.perhapslivingisnotsodiffi
cultafterall …
.”
B
utK
arashim
aw
horepresentsthepow
erandhistoryofJapanese
m
ilitarism
,isnotabletoliveouthislife.Sugi,thew
om
anandhersick
